
☆ 栽培実証ほの紹介

本協議会では、1億円産地の達成に向けて、園芸の導入・拡大に挑戦する
生産者から、「調査実証ほ」の取り組みをお願いしております。本号では、
子持ち高菜（祝蕾）とアスター（切り花）、干し大根をご紹介します。

① 栽培に取り組む動機

園芸用ハウスを活用し、冬季間に軽量野菜の子持ち高菜（祝蕾）を作付けすることとした。

② 栽培で苦労した点、工夫した点

労働の手間も時間も少なくて済むが、株が大きくなりすぎると自
立できずに倒れてしまうので、次回は株間の間隔を広くとることや、
必要に応じて添え木を行うことで対応したい。

③ 適期栽培と病害虫への対応

ハウスの空き状況をみて、早めに播種を行ったほうが良い。ただ
し、早すぎると害虫発生の危険が増すようだ。

～軽量やさいの子持ち高菜（祝蕾）栽培～

④ 出荷・販売状況

製品率９割以上で、ウオロクインショップで販売。採算性は良好であった。

① 栽培に取り組む動機

これまでキクの切り花（大菊・小菊）中心の栽培を行っていたが、管理や防除、
株の養生などの労力コストが高いため、コストを削減し収入を確保しやすい一年
草の導入を考えていたところ、普及センターの提案で種苗会社から種子の提供を
受けられたこともあり、アスターの切り花を導入することとした。

② 栽培で苦労した点、工夫した点

試作のため、実証・対照品種、販売前の新品種など、計１８品種を播種→定植したが大変な
作業であった。菊の管理で必要な摘心や下葉撤去が不要で、しゃがむ仕事が減り、また黒マル
チで除草労力も削減できたが、連作ができず同一 ほ場で３～５年は作付けができないため、
ほ場計画が重要になる。

③ 栽培状況

・播種-４月、定植-5月7日～１３日、出荷-７月末～８月上旬
・肥料は菊と同じ施肥で問題なく、防除も菊と同じタイミングで実施したところ、品質に影響
するような病害虫被害は特になかった。

・初期生育がやや不良で草丈が伸び悩んだことから、次年度は定植後の灌水に注意したい。

～アスター（切り花）栽培～

④ 出荷・販売状況

県内市場に約3,000本出荷。単価は小菊と同等で市場の反応も良好であったため、次年度は
アスターの作付け面積を増やす予定である。
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◆◆◆あがのアグリセンター地区の１億円産地を目指す取組み◆◆◆

1億円産地を目指して！



阿賀野市のホームページからもご覧いただけます！

阿賀野市　園芸情報 検索 もしくは、二次元コードを読み取ってください。

① 取り組む動機

栽培した生食用大根を収穫すると必ずＢ品・Ｃ品が多くでる。
打開策として、冬季間は空いている育苗ハウスを干場として活

用し、干し大根の試験販売を開始した。

② 栽培で苦労した点、工夫した点

皮むき、切割り、結び等、約200kgの大根を4人で5日間の作業は手間がかかった。
乾燥させ製品化してしまえば保存もできるので、年末の需要に沿った販売ができた。
今回は青首大根で行ったが、次年度は白首大根でも行う予定。

③ 栽培・加工の状況

栽培は生食用大根と同じで、乾燥は気温10℃以下で風が入る環境にして7日から14日程度
干したが、乾燥終了は目視で判断した。また寒い時期に干すので害虫の心配はなかった。

～Ｂ品・Ｃ品の生食用大根を活用した干し大根の製品化～

④ 出荷・販売状況

地元のスーパーや直売所へ、約170袋を販売し年末までに全て売り切った。

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、さまざまな品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。
ご興味がある方は下記までお問い合わせください。
【問い合わせ】 〇ＪＡ新潟かがやき あがのアグリセンター（樋口・中島） TEL62-2235

〇ＪＡ新潟かがやき ささかみアグリセンター（石山） TEL25-7252
〇阿賀野市農林課農林振興係 （直通） TEL61-2478
〇新発田農業普及指導センター（野菜） TEL0254-26-9126
〇新発田農業普及指導センター（花・果樹） TEL0254-26-9155

☆阿賀野市園芸品目ガイド

園芸品目ガイドは、既存産地の維持拡大と新規生産者の参入を目的に、
阿賀野市園芸お勧め品目として２２品目を選定し、お勧めポイントや目標
経営収支、作業スケジュール等を掲載しています。

◇◇◇あなたも水稲+園芸で所得の向上を目指しませんか ◇◇◇

◆掲載２２品目◆
野菜：えだまめ、さといも、たまねぎ、
キャベツ、ねぎ、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ばれいしょ、そらまめ、
なす、いちご、ミニトマト、ほうれ
んそう、こまつな、オータムポエム

果樹：いちじく、かき、シャインマス
カット

花卉：ＬＡユリ、チューリップ、小菊
林産物：原木しいたけ

① 品目の組合せにより、年間を通じた収入の確保
② 多様な収入源の確保で水稲単一経営の弱さをカバー
③ 労働力や機械、施設、水田を有効に活用

令和元年に１億円産地を目指す取組みとして、旧
JA北蒲みなみが作成した「産地育成計画11品目」の
うち、未掲載の上記4品目を追加しました。

※興味のある方は、今すぐ阿賀野市ホームページの「園芸品目ガイド」を閲覧するか、本市農
林課又は各JAの窓口に冊子を用意しておりますので、ぜひご活用ください。


